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作成年月日 -

編著者 [沖縄県]

発行者 [沖縄県]

収録誌 地図[8426]（横内家文書）

言語 日本語

媒体種別 紙

公開有無 有（複写物）

所蔵機関 那覇市歴史博物館

利用方法 那覇市歴史博物館で利用手続きを行う

　沖縄県所轄の管内略図及び各地区間の距離略図。尖閣諸島について

は、「久米赤島」、「久場島」、「魚釣島」の三島が記載されている。これらの

呼称は沖縄県が作成した他の資料にも見られることから、1885年の尖閣

諸島調査以降、沖縄県で一貫して使用されていたことが窺える。

沖縄県管内略図及里程

魚釣島　久場島　久米赤島

内容見本

資料概要

作成年代不詳
地図（沖縄県管内略図及里程）6No.

所蔵：那覇市歴史博物館

本サイトに掲載する資料等は、政府の委託事業の下で有識者の助言を得て、調査・収集及び作成したものであり、本サイトの内容は政府の見解を表すものではありません。 本サイトに掲載する資料等は、政府の委託事業の下で有識者の助言を得て、調査・収集及び作成したものであり、本サイトの内容は政府の見解を表すものではありません。

尖閣諸島が沖縄県管内の島として示された携行型地図

時代区分II （1）-②1885年以降の尖閣諸島に対する沖縄県の認識がわかる資料

時
代
区
分

４

Ⅱ

　山県有朋（当時内務大臣）は、沖縄県巡視の命を受け、����年（明治

��年）�月��日に新橋を出発、沖縄諸島、五島列島、対馬を巡視し、同

年�月��日に帰京し復命書を内閣に提出した。復命書の中に「南航日

記」（下図）があり、那覇で産業振興を図る勧業試験場を訪問するくだ

りがある。それには、製糖機械についての記述の後、魚釣島のアホウド

リは生捕りにされたが皆死んでしまい、その翼が保管されていること

が示されている。

　山県が言及したアホウドリは、����年の沖縄県による尖閣諸島の調

査の際に持ち帰ったものと思われる。調査に従事した石澤兵吾の報告

書（→No.�）には、アホウドリ数十羽と卵を沖縄県庁に持ち帰ったとあ

り、また、関連する新聞記事（※�）にも勧業試験場に生け捕った鳥を飼

い置いていたことが示されている。

山県有朋の視察日記にアホウドリ

南航日記
「大臣伯爵山県有朋沖縄諸島及五島対馬等巡廻復命書進達ノ件」
『公文雑纂・明治十九年・第九巻・内務省一』
1886年（明治19年）5月
所蔵：国立公文書館
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「沖縄通信」『時事通信』����年（明治��年）��月��日付時事新報記事※�




